
整理番号 2002-1

製品名 ： ジュラネックス 3300 EF2001

会社名 ： ウィンテックポリマー株式会社

作成日： 2011年2月25日

改訂日： 2012年12月5日

1. 製品及び会社情報

製品安全データシート（MSDS）

住所 ： 〒108-8280 東京都港区港南2-18-1

担当部門 ： 品質保証部

電話番号 ： 03-6711-8605 FAX番号 ： 03-6711-8616

2. 危険有害性の要約

GHS分類  ：

   物理化学的危険 可燃性固体：分類できない
自己反応性化学品：分類対象外
自然発火性固体：区分外
自己発熱性化学品：区分外
水反応可燃性化学品：区分外
酸化性固体：区分外
金属腐食性物質：区分外

 ：

   健康に対する有害性 該当する危険有害性はない ：

   環境に対する有害性 該当する危険有害性はない ：

シンボル なし ：

注意喚起語 なし ：

危険有害性情報 特段なし ：

注意書き  ：

   安全対策 ・取扱い後はよく手を洗うこと。
・保護手袋を着用すること。

 ：

   救急措置 　－ ：

   保管 ・直射日光を避け、換気のよい場所に保管する。 ：

   廃棄 ・内容物および容器は、関連法規ならびに地方自治体の規準に従って適切に
廃棄すること。

 ：

3. 組成、成分情報

単一製品・混合物の区
別

混合品 ：

化学名 ポリブチレンテレフタレート ：

別名 ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ） ：

成分及び含有量 ＰＢＴ  ７０％、　ガラス繊維　３０％ ：

化学式又は構造式 （Ｃ ：

官報公示整理番号（化
審法・労安法）

７－１０３９（化審法）（ベースレジン） ：

CAS No. ２４９６８－１２－５（ベースレジン） ：

危険有害性成分 当グレードは、カドミウム、鉛、6価クロム、水銀を使用しておりません。 ：

4. 応急措置

吸入した場合 溶融物から発生するガスを吸って、気分が悪くなった場合には、直ちに新鮮な
空気の場所に移し、回復を待って下さい。回復しない時は、医師の診断を受
けて下さい。

 ：

皮膚に付着した場合 溶融物の場合は、直ちに清浄な水で冷やして下さい。皮膚上の固まった樹脂
を無理に剥がさないで下さい。火傷があれば医師の診断を受けて下さい。

 ：
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目に入った場合 溶融物の場合は、直ちに清浄な水で１５分間以上冷やすと同時に洗浄し、コン
タクトレンズをしていれば外し、医師の診断を受けて下さい。通常の固体の場
合は、直ちに清浄な水で洗浄して下さい。不快感が残る様でしたら、医師の診
断を受けて下さい。

 ：

飲み込んだ場合 できるだけ吐き出し、不快感が残る様であれば、医師の診断を受けて下さい。 ：

5. 火災時の措置

消火剤 水、泡沫消火剤（エアフォーム）、粉末消火剤、炭酸ガス ：

特定の消火方法 水をかけて消火するのが良い。一般の火災と同じ消火法を用いて下さい。加
工機に水はかけないようにして下さい。

 ：

火災時の特定危険性
有害性

不完全燃焼すると、炭酸ガスと水の他に一酸化炭素、テトラヒドロフランの有
害なガスを発生するため注意を要します。

 ：

消火を行う者の保護
（保護具等）

火勢が強い場合は、防毒マスクや保護具をご使用下さい。 ：

6. 漏出時の措置

人体に対する注意事項 道路や床にこぼした場合には、すべって転倒するのを防止する為、ほうきや
掃除機等で全量回収して下さい。

 ：

環境に対する注意事項 海洋生物、鳥類が摂取する事を防止する為に「樹脂ペレット漏出防止マニュア
ル」に従って取扱って下さい。

 ：

7. 取扱い及び保管上の注意

取扱い ペレット状のポリブチレンテレフタレート樹脂は、常温では引火、爆発の恐れは
ありませんが、消防法指定可燃物に該当します。いったん火災が発生します
と火勢拡大が早いので、火気をみだりに使用しないで下さい。

 ：

取扱い２ 床上にこぼれたペレット等は、放置すると足元が滑って転倒を招く恐れがあり
ますので、速やかに清掃して取り除いて下さい。

 ：

取扱い３ 成形作業では、加熱溶融によって発生するガスを排出するため有効な局所排
気装置等を設置して下さい。

 ：

取扱い４ 成形作業では、発生ガスを吸入しないようにして下さい。又、高温樹脂には直
接触れないようにしてください。

 ：

取扱い５ 加工機内に、樹脂を高温の状態で長時間滞留させないで下さい。 ：

取扱い６ ガラス繊維は、一般的にはペレットに封じ込まれておりますので通常のお取扱
いでは単体として出て来る事はありませんが、ペレット、成形品等を切断又
は、研磨したり焼却等を行う場合は、発生するガラス繊維あるいは粉塵に対
する暴露を出来る限り低減させる為、作業場や作業の状態に応じて次の対策
を実施して下さい。

・ガラス繊維の皮膚刺激に敏感な人の場合は、皮膚の露出部を出来るだけ少
なくし、首、腕がゆったりとした作業衣を着用して下さい。
・作業衣はガラス繊維が他の衣類に付着しないよう、普通の洗濯物とは分け
て洗濯して下さい。
・粉塵の拡散を防止する為の作業の仕切り、区分け等を行って下さい。
・手、首、腕、顔等を出来るだけ擦らない等の注意をし、作業後は水で洗い流
すと共に、うがいを励行して下さい。
・粉塵発生場所は密閉するようにして下さい。
・局所排気装置等を設置すると共に、年１回以上は定期的に調整、点検を
行って下さい。
・切断、加工等の手段を出来るだけ減らし、且つ粉塵発生が少ない作業方法
を考えて下さい。
・個人の衛生対策としては必要に応じ、防塵マスク、防護眼鏡、手袋を使用し
て下さい。
・室内作業場においては作業環境測定を行い、環境改善効果、管理状態の確
認を行って下さい。

注）ガラス繊維は道路の埃と同じように、人体には極めて危険性が少ないと言
われておりますが、吸入しないにこしたことは無い為、対応をお願いするもの
です。

 ：

保管 火気や熱源より遠ざけて保管して下さい。 ：

保管２ 消防法 指定可燃物 合成樹脂類であり、市町村条令に従って取扱って下さ
い。（消火設備、屋内貯蔵取扱い所等）

 ：

安全な容器包装材料 情報はありません。 ：
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8. 暴露防止及び保護措置

管理濃度 現在ありません。 ：

許容濃度 OSHA(労働安全衛生局）／１９８５年
     不活性粉の最大許容濃度   １５ｍｇ／㎥
     不活性粉の最大許容濃度（呼吸）   ５ｍｇ／㎥
ACGIH（米国政府産業衛生専門官会議）／１９９２～１９９３年
     粉の限界値  ＴＷＡ   １０ｍｇ／㎥

 ：

設備対策 粉塵を扱う場合：粉塵爆発対策をした密閉容器を使用して下さい。
成形作業等で加熱溶融する場合：有効な局所排気装置を設置して下さい。

 ：

保護具  ：

呼吸器用の保護具 防塵マスクを着用して下さい。 ：

手の保護具 溶融した樹脂を取扱う際には、火傷防止の為、耐熱手袋を着用して下さい。 ：

目の保護具 保護眼鏡、ゴーグル等を着用して下さい。 ：

皮膚及び身体の保護
具

溶融した樹脂を取扱う際には、火傷防止の為、長袖の衣服を着用して下さ
い。

 ：

9. 物理的及び化学的性質

外観等 ペレット状固体 ：

沸点 該当しません。 ：

蒸気圧 該当しません。 ：

揮発性 該当しません。 ：

初留点 該当しません。 ：

昇華性 ありません。 ：

融点 ２２８℃ ：

比重 １．５３g/㎤ ：

溶解度 水／不溶 ：

引火点 ３００℃以上 ：

発火点 ３００℃以上 ：

爆発限界 該当しません。 ：

可燃性 可燃性有（消防法 指定可燃物 合成樹脂類） ：

発火性（自然発火性、
水との反応性）

ありません。 ：

酸化性 ありません。 ：

自己反応性・爆発性 ありません。 ：

粉塵爆発性 粉塵爆発 爆発限界下限濃度  ３５ｇ/㎥ ：

10. 安定性及び反応性

安定性・反応性 一般的な保管・取扱いでは安定で反応性はありません。 ：

11. 有害性情報

皮膚腐食性 知見ありません。 ：

刺激性（皮膚、目） 乾燥、溶融時に発生するガスは、眼、皮膚を刺激します。 ：

感作性 知見ありません。 ：

急性毒性（５０％致死
量等を含む）

知見ありません。 ：

亜急性毒性 知見ありません。 ：

慢性毒性・長期毒性 知見ありません。 ：

がん原性 知見ありません。 ：
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変異原性（微生物、染
色体異状）

知見ありません。 ：

生殖毒性 知見ありません。 ：

催奇形性 知見ありません。 ：

その他（水と反応して
有害なガスを発生する
等を含む）

「知見ありません。」とは、一般的に有害性はないと考えられておりますが、現
時点ではデータ等を持ち合わせていないことを意味しております。

 ：

その他の注意事項 粉塵については、ＯＳＨＡ及びＡＣＧＩＨで最大許容濃度、限界値が決められて
おります。

 ：

その他の注意事項２ 充填材であるガラス繊維に対する有害性情報は次の通りです。

〈人体への影響〉
（１）皮膚への影響
ガラス繊維による皮膚への刺激は直径４．５～５μｍ以上の繊維で起こり得る
事及びかゆみを伴なう機械的な皮膚への刺激を感じますが、暴露を継続する
と消滅することが報告されています。時として、じんましん及び湿疹様の反応
によって複雑化された刺激性の皮膚炎をおこすこともありますが、一般的に皮
膚炎はそれほど重くなく、且つ長期化するものでもないと報告されております。
適切な使い方によって皮膚への刺激は防止出来ます。
（２） 腫瘍性への影響
ガラス繊維は今日までに行われた研究において、ガラス繊維生産労働者の肺
ガン又は中皮腫による死亡率の増加又は症例は報告されておりません。

〈動物実験の報告〉
発癌性は鉱物繊維の成分よりも形状によることが示唆されております。特にア
メリカ国立ガン研究所のスタントン博士が行った１７種類に及ぶさまざまなサイ
ズの人造鉱物繊維を用いた実験では、繊維径０．２５μｍ以下、長さ８μｍ以
上の繊維がガン発生に関係深いことを報告していますが、これは、人為的手
段によって大量の繊維を実験動物に投与することに基づいて行われたもの
で、人間が実際に暴露を受ける状況とは全く異なっているため、これらの実験
から得られた結果を元に、人間の健康を害するとの結論を導き出すことには
問題があるとされております。又、ガラス繊維が高濃度、長期間の暴露にも係
わらず、肺ガンの発生等の作用を明確に示す結果は、現在までのところ得ら
れておりません。
　

 ：

12. 環境影響情報

分解性 知見ありません。 ：

蓄積性 知見ありません。 ：

魚毒性 知見ありません。 ：

13. 廃棄上の注意

残余廃棄物 【廃棄物の処理及び清掃に関する法律】（廃掃法）の産業廃棄物、廃プラス
チック類に該当します。廃掃法に従って、産業廃棄物処理業者、若しくは地方
自治体が処理を引き受けている場合には、地方自治体に委託し、処理して下
さい。

 ：

残余廃棄物２ 焼却処分する時には、管理された焼却設備を用いて、廃掃法、大気汚染防止
法、水質汚濁防止法に沿って処理処分して下さい。

 ：

14. 輸送上の注意

国連分類及び国連番
号

該当しません。 ：

注意事項 破袋しないように、水漏れに注意し、かつ乱暴な取扱いをしないで下さい。 ：

注意事項２ 荷崩れしないように取扱って下さい。 ：

15. 適用法令

消防法 消防法  指定可燃物 合成樹脂類
       指定数量   発泡させたもの   ２０㎥以上
       その他のもの    ３０００ｋｇ以上

 ：

廃掃法 産業廃棄物 廃プラスチックス類 ：

16. その他の情報
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記載内容の取扱い 記載内容は、現時点で入手し得る資料、情報、データに基づいて作成したも
のですが、その内容の厳密性について責任をおうものではありません。また、
記載内容は、通常の取扱いを前提として作成したものであって、特殊な取扱
いの場合には、用法、用途に適した充分な安全・環境対策を講じた上で、ご使
用下さい。また、当社材料は、メディカル及びデンタル用途のインプラント（医
歯学的移植組織片）に使用されることを想定したものではありません。これら
の用途にはおすすめしません。本文中の「知見ありません。」とは、一般的に
有害性はないと考えられておりますが、現時点ではデータ等を持ち合わせて
いないことを意味しております。

 ：

記載内容の問い合わ
せ先

ウィンテックポリマー株式会社  品質保証部
電話番号  ０３－６７１１－８６０５

 ：
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